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適切な声かけが安全を守る
　5月13日、味間小学校の4年生を対象
に「アイマスク体験」を行いました。
　階段の上り下りやくつの履き替え、椅
子への着席など、校内を歩いて無事に
目的地へたどり着けるように、声かけに
気を配りながら取り組んでいただきまし
た。

平成21年度　組織体制・事業計画

NEWS福祉

ファミリーサポートセンター

こんにちは、ヘルパーです!
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⑴　

集
落
等
福
祉
活
動
事
業 

【
ふ
れ
あ
い
・

い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
】

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
虚
弱
高
齢
者
等
が

地
域
住
民
と
ふ
れ
あ
い
、
孤
立
感
の
解
消
、

心
身
機
能
の
維
持
・
向
上
が
図
れ
る
よ
う「
ふ

れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
」
を
推
進

し
ま
す
。

⑵　

福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
事
業

　

住
民
間
の
連
帯
と
協
働
の
精
神
が
育
め
る

よ
う
、
小
地
域
（
日
常
生
活
圏
域
）
を
基
盤

と
し
た「
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
事
業
」

を
推
進
し
ま
す
。

⑶　

高
齢
者
支
援
事
業

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
、
高
齢
者
世
帯
お
よ

び
障
害
者
等
を
対
象
に
、
孤
独
感
の
解
消
や

仲
間
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
関
係
機
関
の
協

力
を
得
て
、
友
愛
活
動
、
す
こ
や
か
会
（
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
の
つ
ど
い
）
等
を
実
施
し

ま
す
。

⑷　

福
祉
委
員
活
動

　

地
域
の
福
祉
ニ
ー
ズ
を
発
見
す
る
「
ア
ン

テ
ナ
役
」、地
域
と
社
協
を
結
ぶ「
パ
イ
プ
役
」

を
福
祉
委
員
が
担
い
、
小
地
域
福
祉
活
動
を

推
進
し
ま
す
。

⑸　

ブ
ロ
ッ
ク
事
業
の
推
進

　

地
区
担
当
職
員
が
地
域
に
出
向
き
、
関
係

機
関
と
連
携
し
、地
域
特
性
に
合
わ
せ
た「
小

地
域
福
祉
活
動
の
推
進
」
と
「
福
祉
活
動
の

拠
点
づ
く
り
」
を
行
い
ま
す
。

⑴　

給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業（利

用
者
２
５
９
名
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
民
生
委
員
児
童
委
員
等

の
協
力
を
得
て
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
、
高

齢
者
世
帯
及
び
重
度
障
害
者
等
を
対
象
に
、

給
食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

⑵　

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
81
名
）

　

市
内
の
障
害
者
作
業
所
に
給
食
の
調
理
や

配
食
業
務
を
依
頼
し
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

や
障
害
者
等
を
対
象
に
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
ま
す
。

⑶　

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

（
登
録
者
２
６
０
名
）

　

身
体
状
況
等
に
よ
り
一
般
公
共
交
通
機
関

の
利
用
が
困
難
な
高
齢
者
等
の
通
院
手
段
を

確
保
す
る
た
め
、
市
内
全
域
を
対
象
と
し
た

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

⑷　

介
護
機
器
用
品
貸
出
事
業（利

用
者
43
名
）

　

在
宅
介
護
を
必
要
と
す
る
方
を
対
象
に
介

護
機
器
の
貸
し
出
し
や
、
介
護
用
品
の
斡
旋

を
行
い
、
安
定
し
た
在
宅
生
活
の
維
持
と
、

介
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

⑴　

学
習
機
会

　

高
齢
者
や
障
害
者
の
支
援
、
子
育
て
支
援

に
向
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
と
育
成
を

図
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
裾
野
を
拡
げ
ま
す
。

⑵　

交
流
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　

地
域
の
福
祉
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
・
複
雑
化

す
る
中
で
、
グ
ル
ー
プ
間
に
お
け
る
交
流
・

連
携
を
促
進
し
ま
す
。

⑶　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

　

丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
し
た

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
」
を
身
近

で
利
用
し
や
す
い
環
境
に
整
備
し
、
情
報
収

集
と
発
信
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
や
派
遣
を

調
整
し
ま
す
。

⑷　

福
祉
教
育
推
進
事
業

　

市
内
の
学
校
、
地
域
、
当
事
者
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
と
連
携
し
、
車
い
す
や
ア
イ
マ
ス

ク
、
点
字
講
座
等
の
福
祉
体
験
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

心
配
ご
と
相
談
所
事
業

　

地
域
の
身
近
な
「
よ
ろ
ず
相
談
所
」
と
し

て
の
機
能
を
活
か
し
、
市
内
２
箇
所
を
中
心

に
窓
口
を
設
け
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
協

力
を
得
て
、
住
民
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
ま

す
。

⑴　

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

⑵　

福
島
基
金
貸
付
事
業

　

低
所
得
世
帯
、
高
齢
者
世
帯
及
び
障
害
者

世
帯
等
の
生
活
を
経
済
的
に
支
え
、
在
宅
福

祉
と
社
会
参
加
の
促
進
を
図
り
、
安
定
し
た

生
活
が
送
れ
る
よ
う
生
活
福
祉
資
金
や
福
島

基
金
の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

⑶　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
【
地
域

福
祉
権
利
擁
護
事
業
】（
契
約
者
11
名
）

　

認
知
症
高
齢
者
、
知
的
障
害
者
お
よ
び
精

神
障
害
者
等
で
、
財
産
の
保
全
や
契
約
行
為

等
に
お
け
る
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
の
権

利
を
擁
護
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
が
送
ら
れ
る
よ
う
、
必
要
な
支
援
を

行
い
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
基
幹
型
社
協
と
し
て
専
門
員

を
配
置
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
や
日

常
的
金
銭
管
理
、
通
帳
や
印
鑑
の
預
か
り

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

⑴　

広
報
の
発
行

　

全
世
帯
に
広
報
誌
を
年
６
回
発
行
し
、
会

費
納
入
時
に
は
、
社
協
活
動
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
配
布
し
、社
協
活
動
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

⑵　

調
査
研
究
活
動

　

社
協
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
地
域
の

社
会
資
源
の
状
況
を
調
査
し
、
公
共
性
の
高

　３月26日、第21回評議員会を開催し、事業計画及び法人運営事業会計を含めた21の社会福祉事業会計予算、収益事業特別
会計予算が、原案のとおり可決されました。
　今日の厳しい経済情勢の中で、地域福祉の中核を担う社会福祉協議会の役割は極めて重要であり、関係機関と連携し、住民
主体の地域の福祉力を高める活動を積極的に推進します。

小
地
域
福
祉
活
動
事
業

理 事 会　 理　事15名（内　会長１名、副会長３名）
監 事 会　 監　事３名
評議員会　 評議員40名
職 員 数　 89名（正規職員12名、嘱託職員31名、臨時職員43名、市出向正規職員２名・嘱託職員１名）

事務局長

次長

居宅介護支援事業所

総務課

地域福祉課

ボランティアセンター

訪問介護事業所

・ 地域住民や地域のあらゆる団体・組織と協働して地域の福祉課題を把握し、その解決にむけた地域福祉の取り組みを計画的、
総合的に推進する部門

・福祉サービス利用等のサービス利用の援助で地域との生活に向けた相談・支援活動、情報提供・連絡調整を行う部門

西紀老人福祉センター指定管理

西紀デイサービスセンター

・ボランティア活動や福祉団体の運営を総合的に支援する部門

平成21年度  篠山市社会福祉協議会  組織体制

平成21年度  篠山市社会福祉協議会  事業計画

在
宅
福
祉
事
業

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動

支
援
事
業

相
談
事
業

援
護
事
業

広
報
・
調
査
研
究
活
動
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い
福
祉
活
動
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
企

画
を
行
い
ま
す
。

　

聴
覚
障
害
へ
の
理
解
を
深
め
、
日
常
会
話

程
度
の
手
話
表
現
技
術
を
習
得
し
、
聴
覚
障

害
者
と
の
交
流
を
深
め
る
た
め
、
手
話
奉
仕

員
を
養
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
視
覚
障
害
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

よ
り
多
く
の
情
報
を
提
供
し
て
い
く
た
め
の

手
段
と
し
て
、
基
礎
的
な
点
訳
の
知
識
や
技

術
を
学
び
、
点
訳
奉
仕
員
を
養
成
し
ま
す
。

（
依
頼
会
員
１
１
３
名
、
協
力
会
員
52
名
、

両
方
会
員
41
名
）

　

育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
人
（
依
頼
会

員
）、
育
児
の
援
助
を
行
い
た
い
人
（
協
力

会
員
）、
両
方
に
登
録
し
、
子
ど
も
を
預
か
っ

た
り
預
け
た
り
す
る
人
（
両
方
会
員
）
を
組

織
化
し
、
会
員
同
士
が
育
児
に
関
す
る
相
互

援
助
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
仕
事
と
育

児
を
両
立
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
い
き
ま

す
。

　

本
大
会
を
、
社
会
福
祉
の
原
点
を
見
つ
め

直
す
機
会
と
し
て
、広
く
住
民
に
呼
び
か
け
、

福
祉
に
関
す
る
式
典
・
講
演
を
行
い
ま
す
。

⑴　

共
同
募
金
運
動
へ
の
協
力

　
「
地
域
の
福
祉
、
み
ん
な
で
参
加
」
を
全

国
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
10
月
を
強
化

月
間
と
し
て
、
募
金
委
員
及
び
関
係
機
関
・

団
体
等
の
協
力
を
得
て
、
募
金
活
動
を
実
施

し
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
兵
庫
県
共
同
募
金

会
を
通
じ
、
地
域
福
祉
活
動
や
福
祉
施
設
の

充
実
の
た
め
に
配
分
を
行
い
ま
す
。

⑵　

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
の
実
施

　

支
援
を
必
要
と
す
る
方
が
、
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
12
月

を
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
月
間
と
位
置
づ

け
、
自
治
会
長
、
民
生
委
員
児
童
委
員
を
は

じ
め
、
関
係
機
関
・
団
体
等
の
協
力
を
得
て
、

募
金
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

配
分
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
状
況
を
充
分

勘
案
し
な
が
ら
、
関
係
機
関
と
協
議
し
、
運

動
の
主
旨
に
沿
っ
た
配
分
を
行
い
ま
す
。

　

広
く
人
々
の
善
意
の
預
託
を
受
け
、
こ
れ

を
効
果
的
に
社
会
に
還
元
し
、
社
会
福
祉
の

増
進
を
図
り
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
身
体
障
害
者
福
祉

協
議
会
、
婦
人
共
励
会
、
手
を
つ
な
ぐ
育
成

会
、   

傷
痍
軍
人
会
の
事
務
局
と
し
て
、
当

事
者
組
織
の
育
成
を
図
り
ま
す
。
各
団
体
が

進
め
る
事
業
の
企
画
・
運
営
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
リ
ー
ダ
ー
か
ら
提
案
を
求
め
、
会
員
が

主
体
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
体
制
づ
く
り

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

⑴　

居
宅
介
護
支
援
事
業
【
ケ
ア
プ
ラ
ン
】

（
月
平
均
利
用
者
１
５
０
名
）

　

利
用
者
が
可
能
な
限
り
居
宅
に
お
い
て
、

自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
利
用
者
の
選
択
に
基
づ
き
、
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
ケ
ア
プ
ラ

ン
の
作
成
を
行
い
ま
す
。

⑵　

訪
問
介
護
事
業

（
月
平
均
利
用
者
１
２
８
名
）

　

利
用
者
が
可
能
な
限
り
居
宅
に
お
い
て
、

自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
入
浴
、
排
泄
、
食
事
介
助
等
、
生
活

全
般
に
わ
た
り
援
助
を
行
い
ま
す
。
介
護
予

防
給
付
に
お
い
て
も
、
家
族
や
地
域
に
よ
る

支
え
合
い
や
、
他
の
福
祉
事
業
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、「
自
立
支
援
」
に
向
け
た
援

助
を
行
い
ま
す
。

⑶　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

（
月
平
均
利
用
者
47
名
）

　

要
介
護
状
態
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て

も
、
居
宅
に
お
い
て
可
能
な
限
り
自
立
し
た

日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
利

用
者
の
心
身
や
世
帯
状
況
を
踏
ま
え
た
通
所

介
護
計
画
を
作
成
し
、
身
体
的
、
精
神
的
負

担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

⑴　

障
害
者
自
立
支
援
法
事
業

 

（
月
平
均
利
用
者
21
名
）

　

居
宅
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し

て
、
在
宅
で
安
心
し
て
生
活
が
営
め
る
よ
う

に
、
介
護
や
家
事
等
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
外
出
支
援
、
重
度
訪
問
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
社
会
参
画
、
社
会
参
加

を
お
手
伝
い
し
、
障
害
者
の
福
祉
増
進
を
図

り
ま
す
。

⑵　

軽
度
生
活
援
助
事
業
【
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
】（
月
平
均
利
用
者
14
名
）

⑶　

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
受
託
事
業

　

要
介
護
認
定
に
お
い
て
、
自
立
と
判
定
さ

れ
た
高
齢
者
、
ま
た
は
自
立
と
判
定
さ
れ
る

状
態
に
あ
る
高
齢
者
で
、
在
宅
福
祉
を
営
む

の
に
何
ら
か
の
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
に

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、自
立
生
活
の
助
長
と
、

心
身
機
能
の
維
持
向
上
を
図
り
、
家
族
の
身

体
・
精
神
的
な
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

⑷　

生
き
が
い
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
受
託
事
業
（
登
録
者  

後
川
34
名
、
大

芋
43
名
）

　

後
川
地
区
に
お
い
て
、
地
元
の
ふ
る
さ
と

を
守
る
会
（
民
生
委
員
児
童
委
員
、
民
生
・

児
童
協
力
委
員
、
福
祉
委
員
、
愛
育
会
等
）

の
協
力
を
得
て
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
虚
弱

高
齢
者
を
対
象
に
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
大
芋
地
区
に
お
い
て
、
関
係
機
関

の
協
力
を
得
て
、
介
護
予
防
を
重
視
し
た
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
、
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
構
築
と
活
性
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

⑸　

自
費
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

（
月
平
均
利
用
者
５
名
）

　

介
護
保
険
制
度
や
障
害
者
自
立
支
援
法
で

は
行
え
な
い
身
体
介
護
、
家
事
援
助
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
が
よ

り
充
実
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

⑹　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
解
決
第

三
者
委
員
事
業

　

社
協
が
実
施
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
対
す
る
苦
情
に
応
じ
、
公
正
・
中
立
な
立

場
で
、
適
切
な
解
決
の
促
進
を
図
る
た
め
、

第
三
者
委
員
を
配
置
し
、
事
業
に
取
り
組
み

ま
す
。

⑺　

西
紀
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
業
務

　

指
定
管
理
者
と
し
て
、
西
紀
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
管
理
と
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
事
業
の
健
全
な
管
理
運
営
を
行
い
、
地

域
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

⑻　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
受
託
に
向

け
た
取
り
組
み

　

市
が
直
営
す
る
西
部
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

を
平
成
22
年
度
に
受
託
す
る
た
め
、
有
資
格

者
３
名
を
西
部
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
に
派
遣

し
ま
す
。

　

篠
山
市
立
丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
利

用
す
る
方
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
円
滑
な
運

営
に
努
め
、
収
益
事
業
と
し
て
継
続
的
に
採

算
が
維
持
で
き
る
よ
う
、
メ
ニ
ュ
ー
の
見
直

し
や
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

手
話
・
点
訳
奉
仕
員

養
成
事
業

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業

社
会
福
祉
大
会
の
開
催

募
金
活
動
の
実
施
・
協
力

善
意
銀
行
運
営
事
業

福
祉
団
体
支
援

介
護
保
険
事
業

介
護
保
険
対
象
外
事
業

喫
茶
ふ
れ
あ
い
収
益
事
業
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出
せ
る
歌
や
体
操
を
毎
回
取
り
入
れ
て
い

る
」
と
発
表
が
あ
り
、「
住
民
の
繋
が
り
」

に
重
点
を
置
い
た
取
り
組
み
に
参
加
者
は

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、
各
サ
ロ
ン

の
実
施
状
況
や
好
評
だ
っ
た
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。

　

今
、「
地
域
の
福
祉
力
」
と
い
う
考
え

方
が
着
目
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
力
と
は
、

「
住
民
が
課
題
解
決
に
向
け
て
主
体
的
に

行
動
し
、
協
働
す
る
力
」「
住
民
が
地
域

に
あ
る
資
源
を
活
用
、開
発
す
る
力
」「
住

民
が
専
門
機
関
等
と
連
携
す
る
力
」
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
、
サ
ロ
ン
活
動
に
は
そ
の
力

が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
社
協
は
、
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い

き
サ
ロ
ン
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

し
つ
か
わ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
毎
月
１

回
、
後
川
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
生

き
が
い
づ
く
り
と
介
護
予
防
の
場
と
し

て
、
後
川
地
区
「
ふ
る
さ
と
を
守
る
会
」

の
み
な
さ
ん
を
中
心
に
、
民
生
委
員
児
童

委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
は
、「
地
域
を
離
れ
る
こ
と
の
少

な
い
利
用
者
に
も
外
出
の
機
会
を
」
と
、

館
外
事
業
と
し
て
ユ
ニ
ト
ピ
ア
さ
さ
や
ま

へ
出
か
け
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
時
折
雨
の
降
る
あ
い
に
く
の

天
候
と
な
り
ま
し
た
が
、園
内
に
入
る
と
、

雨
に
濡
れ
た
花
木
が
よ
り
色
鮮
や
か
に
見

え
、
車
内
か
ら
は
感
動
の
声
が
あ
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　

バ
ス
を
降
り
、
到
着
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン

で
は
、
矢
代
池
の
美
し
い
風
景
を
眺
め
な

が
ら
、
春
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た

お
弁
当
に
舌

鼓
を
打
ち
ま

し
た
。
利
用

者
か
ら
は
、

「
外
出
は
気

分
転
換
に
な

り
、
み
ん
な

と
一
緒
に
食

べ
る
お
弁
当

は
よ
り
お
い

し
い
で
す
」

と
の
感
想
を

���� 福祉

　

３
月
30
日
、
四
季
の
森
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
市
内
で
ふ
れ
あ
い
・
い

き
い
き
サ
ロ
ン
を
運
営
す
る
自
治
会
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
よ
り
約
50
名
が
参

加
し
、
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
を
「
手
軽
に
で
き
る
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て
、
社
協
職
員
に
よ

り
、
サ
ロ
ン
開
催
時
に
み
ん
な
で
楽
し
め

る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
紹
介
し
、
体
験

し
な
が
ら
、
ル
ー
ル
や
注
意
事
項
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
社
協
が
実
施
す
る
ふ
れ
あ

い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
に
取
り
組
ま

れ
た
八
上
内
自
治
会
の
五
十
川
美
智
子
代

表
よ
り
事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
発

表
で
は
、
い
つ
も
サ
ロ
ン
活
動
で
心
が
け

て
い
る
こ
と
と
し
て
、「
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
必
ず
手
渡
し
し
、
参
加
者
と
の
繋
が

り
を
大
切
に
し
て
い
る
」「
楽
し
く
声
を

心
癒
さ
れ
る
ひ
と
と
き
を
…

― 

し
つ
か
わ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

―

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
交
流
会

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昼
食
後
は
、
施
設
内
の
見
学
や
買
い
物

を
楽
し
ま
れ
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気

の
中
で
く
つ
ろ
ぎ
の
時
間
を
過
ご
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
も
し
つ
か
わ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、

地
域
住
民
の
支
援
と
協
力
を
得
て
、
高
齢

者
の
自
立
し
た
生
活
に
向
け
た
介
護
予
防

の
拠
点
と
し
て
の
役
割
と
、
福
祉
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
構
築
を
め
ざ
し
、
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

五十川美智子代表（八上内サロン）による事例発表

サロン活動について活発に意見交換が行われました

美しい花々に囲まれて

お弁当を囲んで楽しいおしゃべり
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フ
ァ
ミ
サ
ポ
活
動
中
の
Ｔ
さ
ん
の

お
宅
に
、
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
の
急
な
用
事
の
た
め
、

前
日
の
打
ち
合
せ
で
協
力
会
員
の
Ｔ

さ
ん
と
初
め
て
会
っ
た
Ｍ
ち
ゃ
ん
。

ち
ょ
っ
と
微
妙
な
表
情
・
・
・
。

　
「
明
日
、
活
動
中
の
様
子
を
写
真

に
撮
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
い
で
す

か
？
」
と
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、「
い

い
で
す
よ
」
と
双
方
か
ら
了
解
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
で
も
、
大
泣
き
し
て
た
ら
ど
う

し
ま
し
ょ
う
・
・
・（
笑
）」

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
。
Ｍ
ち
ゃ

ん
は
、
お
母
さ
ん
の
姿
が
見
え
な
く

な
っ
た
ら
、
泣
き
出
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
玄
関
で
「
か
あ
ち
ゃ
ん
！
」

と
泣
く
Ｍ
ち
ゃ
ん
を
Ｔ
さ
ん
は
そ
っ

と
抱
き
上
げ
て
、「
１
回
お
外
見
て

み
る
？
そ
う
し
た
ら
納
得
す
る
か

な
？
」
と
外
に
連
れ
出
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
近
く
の
公
園
に
出
掛
け

て
、
ぬ
れ
た
滑
り
台
を
触
っ
て
い
る

う
ち
、自
然
と
涙
は
止
ま
り
ま
し
た
。

　

Ｍ
ち
ゃ
ん
の
気
持
ち
に
寄
り
添

い
な
が
ら
、
話
し
か
け
る
Ｔ
さ
ん

に
き
っ
と
安
心
し
た
の
で
し
ょ
う

ね
。

　4月から篠
山市社会福祉
協議会のヘル
パーとしてお
世話になって
おります。
　 私 が ヘ ル
パーの資格を

取得したのは、義父母の看病をしなくてはいけない
状況になり、何も分からない状態では無理だと思っ
たことがきっかけです。
　それからの7年間は、在宅で二人を看ましたが、去
年の夏に義母が、そして今年3月には義父が他界し、
介護で得られた経験を何とか社会福祉に活かしたい
という思いが、ヘルパーの仕事へと導いてくれたよ
うに思います。
　勤務は1月程ですが、職場では「チーム意識」を大
切にし、介護の仕事への熱意と誇りを持って、利用

問い合わせ先　☎５９０-１８８０
篠山市社会福祉協議会　訪問介護事業所こんにちは、ヘルパーです！

問い合わせ先　☎５９０-１３８８
篠山市ファミリーサポートセンター　担当　林・小島ファミリーサポートセンター

者さんとご家族のケアをされていることがよくわか
ります。例えば、一人ひとりの利用者さんにどのケ
アが必要か、訪問時の利用者さんの気持ちや体調な
ど、限られた時間の中でも急変することがあります。
そのときの迅速な報告・連絡はすばらしいと思いま
す。私も、一日でも早くみなさんのように適切な判
断ができ、利用者さんとのコミュニケーションがス
ムーズにできるようなり
たいと思います。
　これからは「チームの
一員」として胸を張っ
て言えるように仕事を覚
え、みなさんのお役に立
てるヘルパーになりたい
と思います。よろしくお
願い致します。

峯嶋和子

子んみ な で 育 て

　

子
ど
も
さ
ん
を
預
け
る
の
は
、
心

配
で
勇
気
が
い
る
こ
と
で
す
よ
ね
。

　
「
泣
い
て
い
な
い
か
な
」

　
「
悪
い
こ
と
し
て
い
な
い
か
し

ら
・
・
・
」

　

子
ど
も
さ
ん
の
こ
と
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
相
手
の
方
を
困
ら
せ
な
い

か
と
気
に
す
る
お
母
さ
ん
も
多
い
よ

う
で
す
。
で
も
、
そ
う
い
う
時
間
の

な
か
で
、
子
ど
も
さ
ん
も
学
ぶ
こ
と

が
き
っ
と
多
い
は
ず
。
協
力
会
員
さ

ん
は
、
そ
う
い
う
お
母
さ
ん
の
気
持

ち
を
理
解
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。

　

Ｔ
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

Ｍ
ち
ゃ
ん
、
が
ん
ば
っ
た
ね
。

4月から常勤ヘルパー
として活動する職員を
紹介します

　　　社協ささやま 第60号5



Ｖボラナビ ボランティアのいろいろをココから発信！！　ボランティアナビゲーション

問い合わせ先　☎５９０-１１１２　篠山市ボランティアセンター　担当　橋本

　「ボランティアがしたい」「何か活動を紹介して欲しい」など、ボランティアに関するご相談は、ボ
ランティアセンターまでいつでもお気軽にお越しください。
　ボランティアコーディネーターがお待ちしております！

篠山市社会福祉協議会ボランティアセンターは
みなさんの活動を応援します!!

～「ボランティア登録」と「助成金申請」について～

１．まずはボランティアセンターをのぞいてください！！
　　　ボランティアセンター登録
　　　　（1）個人登録（技術を持つ個人、グループ活動を行わない人）
　　　　（2）グループ登録
　　　　　　　　　　　①グループに入会したい　→グループ紹介
　　　　　　　　　　　②新たに立ち上げたい　　→相談受付、助言

（提出いただく書類）
　（1）ボランティア登録カード
　（2）会員名簿、会則

２．さらに活動を拡げたいグループは・・・
　　　篠山市ボランティア連絡協議会の活動
　　　　（活動の目的）
　　　　　（1）ボランティア相互の交流、連携
　　　　　（2）社会福祉協議会事業への参加、協力
　　　　（活動状況）
　　　　　（1）市内48グループ／延べ1,636名が活躍　※20年度調べ
　　　　　（2） 視覚障害者支援、聴覚障害者支援、給食サービス、在宅福祉、施設福祉、

友愛活動の6分野があります
　　　　　（3）ボランティアのつどい、他市ボランティア連絡会との交流会

　　　篠山市ボランティア連絡協議会への登録
　　　　（登録の要件）
　　　　　（1）構成人数が10人以上で、1年以上活動を継続している
　　　　　（2）市民の福祉向上のため、自主的に活動を行っている
　　　　　（3）個人的に、報酬等、謝礼に相当するものを求めない
　　　　　（4）連絡協議会の目的に賛同し、協力する　等

３．助成を希望するグループは・・・
　　　助成金申請の要件
　　　　（助成対象）
　　　　　篠山市ボランティア連絡協議会に登録するグループ
　　　　（対象経費）
　　　　　グループの運営に必要な経費（消耗品費、通信費、交通費等）
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報情 ボ ッ ク ス

篠山市ファミリーサポートセンター

　人が集まる場所でレクリエーションを積極的に行い、
介護予防につなげられるよう、楽しく無理がないメニュー
を一緒に考えていきます。ご参加をお待ちしています。
開 催 日　6月24日～7月15日　毎週水曜日　全4回
時　　間　13:30～15:30
場　　所　丹南健康福祉センター
募集人数　30名
講　　師　NPO法人  兵庫県レクリエーション協会
　　　　　登録講師
受 講 料　無料
締め切り　6月17日（水）
　　＊動きやすい服装でお越しください
＜申し込み・問い合わせ先＞
　　篠山市社会福祉協議会　ボランティアセンター
　　　担当　橋本　TEL 590-1112

6月 交流会（協力・両方会員対象）

「フラダンスを踊ってみよう！」
ゆったりとした動きの美しさ！  あなたもとりこになるかも
気分はすっかりHAWAII…
日　　時　6月9日（火）10:00～12:00
場　　所　四季の森生涯学習センター東館
講　　師　金山 佳子（フラダンスインストラクター）
締め切り　6月5日（金）
　　＊動きやすい服装でお越しください

7月 交流会（依頼・両方会員対象）

「おもちゃを作って水遊びをしよう！」
日　　時　7月9日（木）10:00～11:30
場　　所　四季の森生涯学習センター東館
持 ち 物　着替え・タオル・お茶
締め切り　7月2日（木）
　　＊雨天のときは、おもちゃ作りのみになります

8月 交流会（全会員対象）

「大きな太鼓をたたいてみよう！」
岡野親子太鼓のみなさんと一緒に

日　　時　8月5日（水）10:00～11:30
場　　所　市民センター  多目的ホール
締め切り　8月3日（月）

フォローアップ講習会（協力・両方会員対象）
子育て応援講座「助け合って子育て」

～子育てネットワークを広げよう！～
日　　時　6月29日（月）10:00～11:30
場　　所　四季の森生涯学習センター東館
講　　師　北野 ひとみ（子育て応援隊☆ウィズ・マム）
託　　児　あり（10名まで＝要予約）
締め切り　6月22日（月）

レクリエーションボランティア養成講座
受講生募集

　平日に、ファミリーサポートの会員登録ができな
い方は、毎月第2土曜日（9時～11時30分）に
篠山市社会福祉協議会において登録をすることが
できます。
　ご希望の方は、下記までお問い合わせください。

<申し込み・問い合わせ先>
篠山市ファミリーサポートセンター
　TEL  590-1388
　担当  林・小島

新入職員紹介

新規採用  嘱託職員・臨時職員紹介

　4月1日から篠山市社会福祉協議会に勤務
させていただいております。
　慣れないこと、分からないことが多く、先
輩職員や地域のみなさんに教えていただく
毎日です。
　早く仕事を覚え、住民のみなさんが安心
して暮らせる福祉のまちづくりに努め、みな
さんの暮らしのお役に立てるよう精進して参
りますので、よろしくお願いいたします。

主  事

荻
おぎ

野
の

　幸
こう

紀
き

私たちもがんばります！！

前田　彩子（地域福祉課嘱託職員）

岸本　尚子（地域福祉課嘱託職員）

橋本あゆみ（ボランティアセンター嘱託職員）

太田　裕子（介護支援専門員嘱託職員）

長澤　美佳（西紀老人福祉センター嘱託職員）

三角　圭子（地域福祉課臨時職員）
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（敬称略）

善意銀行だより
3・4月分

あ
と
が
き

― 金銭預託 ―
松本美千代（3、4月）（井ノ上） 善意の預託 ············ 6,000円
藤木千皓（小中） 善意の預託 ··········20,000円
中山つきみ（今田町本荘） 善意の預託 ············ 3,075円
井関道夫（曽地奥） 善意の預託 ··········20,000円
篠山市社交ダンス協会 善意の預託 ··········10,000円
小谷栄子フラワー教室 善意の預託 ··········25,000円
丹波ささやまJA女性会 善意の預託 ··········18,000円
神戸丹有モラロジー事務所　上中凱雄
 善意の預託 ··········20,000円
宗教法人円応教篠山教会 善意の預託 ··········18,000円
関西保育福祉専門学校　赤松留美
 善意の預託 ············ 5,000円
Ｔ・Ｏ（3、4月） 善意の預託 ··········20,000円
匿名 善意の預託 ············ 2,000円
匿名 善意の預託 ······· 100,000円
匿名 善意の預託 ············ 2,800円

― 物品預託 ―
西川司郎（野中）　洗剤、はちみつ
　　　　　　　　　　　 ··········デイサービス、喫茶ふれあい
水口清次郎（遠方）　ほうれん草1.2kg、じゃが芋6kg、たけのこ6kg
　　　　　　　　　　　　　　 ························デイサービス
松浦利夫（井ノ上）　玄米30kg ························給食サービス
宇杉湖寿美（倉本）　たけのこ5kg ···················デイサービス
飯田成代（3、4月）（垣屋）　折り紙細工 ·········給食サービス
西澤昭美（3、4月）（栗柄）　折り紙細工 ·········給食サービス
西尾和代（乗竹）　折り紙細工 ··························デイサービス
芦田富基子（3、4月）（今田町芦原新田）
　鉢植えの花14鉢 ····················今田地区ひとり暮らし高齢者
Ｈ・Ｋ　タオル150枚 ··············給食サービス、デイサービス
匿名　　タオル70枚 ·········································デイサービス
匿名　　ねぎ2kg、ほうれん草1kg ··················デイサービス
匿名　　紙パンツ6袋、尿取りパット1袋 ·········デイサービス
匿名　　りりあん飾り90個 ······························デイサービス
匿名　　タオル、お茶 ·······································デイサービス
匿名　　ねぎ3kg ··············································デイサービス
匿名　　パイン缶22缶、みかん缶7缶 ··············デイサービス
匿名　　ほうれん草2.5kg、パセリ2.5kg ········デイサービス
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篠山市の福祉指標 4月末現在

地　区 人  口（人） 65歳以上人口（人） 高齢化率

篠　山 13,468 3,747 27.82%

城　東 3,747 1,304 34.80%

多　紀 3,704 1,424 38.44%

西　紀 4,524 1,209 26.72%

丹　南 16,110 3,666 22.76%

今　田 3,936 1,020 25.91%

合　計 45,489 12,370 27.19%

　社会のために尽くしたい、人のために尽くし

たいという気持ちは誰もがもっています。

　しかし、自分の善意をどのようにすれば表せ

るかが分からないまま、心の中でうずもれてい

ることもあります。また、一度も人の善意にふ

れる機会のない人々も多くあることと思いま

す。このような県民一人ひとりの善意と誠意を

結び、集め育てることによって、社会の福祉を

増進し、明るい豊かな郷土づくりを進めていき

たいと念願し、昭和39年に「善意の日」

が制定されました。

６月１日

善意の日

・丹南健康福祉センター
　　　第1・3・5金曜日 9:00～11:30

・篠山市民センター
　　　第2・4金曜日 9:00～11:30

・城東公民館
　　　4・8・12月　第4木曜日 13:30～16:00

・ハートピアセンター
　　　5・9・1月　第4木曜日 13:30～16:00

・西紀老人福祉センター
　　　6・10・2月　第1木曜日 13:30～16:00

・今田公民館
　　　7・11・3月　第1木曜日 13:30～16:00

心配ごと相談日
下記の通り相談日を設けております。お気軽にご相
談ください。

＊祝日および年末年始は休みます
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